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1 はじめに
近年ファイルシステム内のファイル数が爆発的に増

加している．作業を達成するために必要な文書の検索
時間や作業の流れの習得にかかる労力を減らすために，
大量ファイルの中から適切なファイルを，操作手順と
伴に推薦することで，利用者の支援が可能である．従
来の協調フィルタリングなどのファイル推薦技術では
操作の順番に厳しすぎる上，過去に使用されたファイ
ルしか対象にできなかった．そこで我々の研究グルー
プは，過去に利用されていないファイルも対象とし，操
作の順番が異なっても推薦できる方法を提案してきた
[1]．そのために，ファイル利用履歴から，ファイル操
作のまとまりである抽象タスクを求め，更に抽象タス
ク間の頻出抽象ワークフローを抽出し，記憶しておく．
利用者のその時点でのファイル操作パターンに対応す
る抽象ワークフローを検出し，推薦を行う．ユーザの
特定のファイルに対する操作としてではなく，同じ特
徴でグループ化されたファイルクラスタへの操作と見
なすことで，新規ファイルに対しても推薦可能になっ
た．本稿では，[1]の上で，ファイルの抽象化のための
新たなファイル間類似度の定義方法を追加して，比較
実験を行った．

2 提案手法
図 1で示すように，ユーザがファイルにアクセスす

ると，ファイルアクセス履歴が残る．我々はこのファ
イルアクセス履歴から，操作パターンなどの情報を抽
出してデータベースに保存する．また，ユーザのファ
イル操作を監視し，ログから抽出したワークフローな
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図 1: 提案手法の全体図
　

どと照合しながら，ユーザの直前の操作によって次に
アクセスする可能性が高いファイル及び操作を推薦す
る．システムはオフライン部とオンライン部の二つの
部分から構成される．この章で，システムの内部処理
について説明する．

2.1 オフライン部
[タスクとワークフローの抽出] まず，ユーザごとに

ファイルアクセスログを分割する．ユーザごとのログ
内で前後二記録の間のアクセス時間差（パラメータ：
タスクギャップタイム）が一定時間以上であれば，1つ
のタスクが終了し，新たなタスクが開始されたものと
みなし，タスクを切り出す．また，もっと長い一定時
間差（パラメータ：ワークフローギャップタイム）が見
られた場合には，新たなワークフローの開始とみなす．

[タスクとワークフローの抽象化] ファイル名の一部
が異なっても，性質的に同じグループ（例えば，議事
録ファイルグループ）のファイル同士を纏めるために，
ファイルをグループ化する．そのために，ファイル間
類似度を定義する必要がある．ファイル間類似度をコ
ピー関係類似度とファイル名類似度の二つの面から定
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義する．コピー関係類似度とは，コピー関係を持つファ
イル同士に与える類似度である．ファイル名類似度につ
いては，[1]ではファイル名をキャラクタのシーケンス
として，お互いのシーケンスの類似度合を最長共通サ
ブシーケンス (LCS)[2]を計算することで定義した．そ
の上で，我々は今回キャラクタレベルの編集距離 (LD)，
キャラクタレベルの 2-gramを求めることでの類似度
算出方法を追加する．それに，ファイル名をキャラク
タそのままのシーケンスとするのではなく，品詞に区
切ってから，LCSや LDを求めることでの類似度算出
方法も提案する．
次に，ファイルを抽象化する．具体的に，ファイル

間類似度によってファイルをクラスタリングし，タス
ク内に出現するファイルをファイルクラスタに置き換
える．更に，ファイル間の類似度を用いて，タスク間
同士の類似度を計算して，類似度が高いタスク群をク
ラスタとしてまとめて，タスクの抽象化を行う．こう
することで，抽象ワークフローを抽象タスクのシーケ
ンスとして抽出する．

[頻出抽象ワークフローの抽出] 作成された抽象ワー
クフローの集合から，出現頻度が低いワークフローを
除くために，シーケンシャルパターンマイニングで頻
出するシーケンスを抽出する．

2.2 オンライン部
[モニタリングモジュール] モニタリングモジュール

の役割はユーザの現在のファイル操作情報からユーザ
が行なっているワークフローの推定である．同じ作業
のパターンと言っても，扱うファイルが異なると考え
られるため，ユーザが特定のファイルに対する操作と
してではなく，同じ特徴でグループ化されたファイル
クラスタへの操作と見なす．それから，抽象タスクと
頻出抽象ワークフローの推定を行う．ここで，頻出抽
象ワークフローを選ぶ基準として，ユーザが現在操作
しているワークフローとの一致度合,頻出抽象ワークフ
ローの出現頻度と頻出抽象ワークフローの推薦可能要
素数の三つの基準を考慮する．

[推薦モジュール] 推薦モジュールの役割は推定した
頻出抽象ワークフローに基づき，次にユーザが操作す
る可能性が高いファイルと操作の推薦を行うことであ
る．ユーザが現在行っているタスクと，そのタスクの
属しているワークフローがわかれば，そこから次の抽
象タスクが特定できる．
頻出抽象ワークフローに基づいて次に作業される対

象のファイルクラスタを特定できた後に，クラスタ内
にある適切な実際のファイルをピックアップしてユー
ザに推薦することになる．しかし，各ファイルクラスタ
は複数個のファイルを含むため，推薦の際には複数の
候補が存在する．ここでは，過去に一番アクセスされ
た回数が多いファイルを優先的に推薦するものとする．

3 評価実験
実験の目的は，提案手法の特徴である抽象化とタス
ク導入による有効性を検証することと，抽象化の処理

　　

　

図 2: 提案手法と比較手法の比較
　

におけるファイル間類似度算出方法の比較である．
比較手法として，抽象タスクなしで，ファイル操作

のシーケンスから直接頻出シーケンスを抽出し，それ
をワークフローとする方法を用いる．今回の実験では，
実際に企業から提供された実ファイルアクセスログを
用いて行った．結果を図 2で示す．比較手法と比べ，提
案手法の方の Precision, Recallと F-measureが向上し
たことが確認でき，抽象化とタスクの概念の導入の有
効性が確認できた．
異なる類似度算出方法同士の比較として，もし Recall

重視なら，2-gramの方法が一番適していることが分かっ
た．F-measureで総合的に見ると，キャラクタレベルで
の LCSか 2-gramが一番良かったことが分かった．ま
た，ファイル名を単語に分けた上での抽象化は Recall
などが落ちったことも分かった．これの原因としては，
ファイル名を単語レベルに分けると，ファイル名同士
の共通部分の判定が単語ごとに行われることで，基準
が厳しくなり，高い類似度が得られにくくなったため
と考えられる．

4 まとめと今後の課題
本論文では，アクセスログに基づくファイル推薦に

おいてファイルを抽象化するための，ファイル同士の
ファイル名による類似度計算方法を新たに提案した．そ
れに，評価実験と通して比較した．
これからの課題として，Recallの向上，他のログで
の実験などが挙げられる．
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